
2.4　有理数と実数
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で表される数も有理数ではない．そこでこのような有理数でない数まで含め

て，小数で表される数（負の小数を含む）を実数という．実数の全体を R と書

き表す：

R = { x | x は実数 } .
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まり，実数の範囲では四則演算が自由にできる．そして 2.1節で述べた四則演

算の法則が成り立つ．



　有理数でない実数を無理数という．例えば円周率 π は，有理数ではない実
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実数
{

有理数
有理数でない実数 ＝ 無理数

.



　実数は例えば次のように 1 本の直線の上に目盛ることができる．
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このように実数が目盛られた直線を数直線という．数直線の各点と各実数と

は，過不足とか重複とか無しに対応させることができる．数直線において実数

0 に対応する点を原点という．また，数直線において実数が大きくなっていく

向きをその数直線の向きという．更に，数直線の点に対応する実数をその点の

座標という．
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